






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































連化県志1990 多 県営 32 18 巽東西部
(西派)玉田県志1993 多 各村 38 41 県営
唐海県志1997 3 3 1
楽亭影響圏
(東派)
傑県志1993 (多) 72 30 ll
漢南県志1997 (多) 12 9 6
昌黍県志1992 多 ll 9 4 滅 巽東東部原型域
(北派)慮龍県志1994 多 県営
撫寧県志1990 多 10 10 28 9
青龍県志1997 2 200 県営 21 減
承徳新興地域
,
寛城県革1990 外来 o ll 7 15 63 県営
承徳県志1998 外来 8 54 56
平泉県志 外来 10 1コ 70 県営 47 �">蝣'
凌源県志1995 多 県営 121 40 要調査
右の｢着眼点｣に示したのは､九十年代地方志により
得た､翼東地区傑州影系の変遷を考えるためのグループ
である｡先の劉鋭華氏による三つの｢流派｣を()で示
した｡
(1)巽東東部原型域(北派)
"願影"などの民俗的色彩の強い影戯が報告された昌
泰や慮龍は､そもそも傑県や楽事とも近い｡ところが､
名家のお抱え班で楽亭があまりに名を馳せたために､楽
亭地区では活末から民国にかけて独自の芸として影戯が
発達するに至った｡一方で､随習とされ､ "懸灯匪"の
悲劇をみた昌泰･慮龍地域では､従来の襟川影がほそぼ
そと行われていたであろう｡したがって､県を超えて活
躍する芸人の間では､楽亭･漂南(当時は傑県)の影班
は｢はやりの班｣であったが､昌泰･慮龍･遷安あたり
の影班は､農村に好まれる従来の芸を広めていたと推測
する｡民国時代に桁違いの収益を上げていたとして､し
ばしば楽孝や唐山の芸人の口にものぼる昌泰乾利堂は､
この北派を母体として､従来からの影戯の需要を吸収し
たに違いない｡しかし､昌黍乾利堂でも楽享の影響をう
け､ ｢西皮･二黄｣をとりいれた李秀が名をなし､故郷
昌泰の県志にも特筆されるようになる｡このように､芸
で注目され､レコードに録音されたような芸は､既に本
来の特徴を失い始めていると言えるかもしれない｡
加えて､遷安･昌黍･慮龍･撫牢は､遠慮撫昌連合県
政府ができ､抗日戦争･解放戦争の影響を強くうけた｡
影戯の上演が制限されただけなら､数十年の空自の後に
復活することもあるが､芸そのものが抗日宣伝･革命宣
伝のために大きく路線変更し､従来の民俗的色彩は革命
の栄光のもとに根底から消え去ったのではないかと想像
する｡それに対し､承徳新興地域として示した承徳･平
泉･寛城､そして青龍は､もともと影班が存在しないと
ころに､清の光緒年間にいくつかの影班が遷西や昌泰方
面から上演にやってきた､という記載から始まり､青龍
では偽満(旧満州)統治下に二百以上もの影班が栄える｡
万里の長城を境に､清末までは見事に分けられていたも
のが､民国の動乱で巽東東部原型域(北派)の芸が関外
に移植されたと考えられる｡そして､承徳新興地域とし
た承徳･平泉では､八､九十年代になっても数多くの影
班が活動している｡この地区を丁寧に調べることで､従
来の傑州影系の唱腔に出会うことができるかもしれな
い｡
ただし､そこから更に山脈を超えた凌源については､
更なる調査が必要である｡従来の巽東地区北派の遷安や
慮龍･昌泰との間には､清末には影班の存在しなかった
青龍･寛城･平泉などが間に存在する｡ 2001年､漢州影
系は翼東地区から東北三省まで芸人の交流があり､凌源
の芸人は先に示した楽亭皮影劇団に参加することもある
(33)
し､遼寧の蓋州影に参加することもある｡すぐ近くの興
隆県志は影戯について冷淡な筆致であったが､凌源県志
1995では八十年代に四十以上の影班を記録し｢上演範囲
はすでに県境を超え､遼西､巽北十余県に及び､本県は
"皮影之郷"と質される｣と肯定的である｡
(2)巽東西部(西派)
劉鋭華が西派とした巽東西部の玉田･道化にも､従来
農村の業余班が多いことは､先に張茂蘭の伝でも紹介し
た｡劉鋭華は西派は唐山方言だとするが､唐山にでてき
た張茂蘭は､玉田方言を改めさせられたとある｡玉田県
志1993によれば玉田は活末から民国にかけて影班が全県
にあまねく存在し､七七事変(1937年)までがピークで
あったというが､わかるのは数の多さのみで､芸につい
ての資料は現在まで入手していない｡
m
民国時代､天津や洛陽･上海などでレコード録音し､
全国に紹介された｢楽亭影｣ ｢漂州影｣の名手たちは､
活末の楽亭影の盛行､唐山という新興都市の出現､そし
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て偽満(旧満州)や抗日戦争などの影響が様々な形で作
用して､その唱腔を記録にとどめることになった｡巽東
地区の漢州影自体は､抗日戦争の激化と解放戦争により
打撃をうけ､新中国の指導によって演目の内容も､人形
も､舞台も新たな発展を遂げた｡そうした華々しい記録
の陰で､農村には記録にも記憶にも残らない無数の上演
が生まれ､消えて行っただろう｡ "願影"のような韮術
的色彩をもち､封建時代には邪教として､解放後は迷信
として肩身の狭い思いをしながらも､数百年の芸を保っ
てきた力は､民間のこのような需要であったに違いな
い｡楽亭の四大影班の活躍はたかだか十九世紀半ばのこ
とである｡それを生み出した素地は､やはり"願影"を
もつ民間の漢州影であっただろう｡本稿で巽東東部原型
域とした慮龍は､明代には永平府が置かれ､隣の漢県･
傑南県とともに翼東地区の従来の中心地である｡それに
対し､明の永楽年間には江南の富戸が移植され､清初に
は満州八旗の有力者が移住した楽亭は､土臭い風習より
は｢芸｣の妙を好む素地があったのかもしれない｡
印南1944は､昭和十三(1938)年当時北京には数える
ほどしか影班がなかったとし､ Wimsa仕の文｢人形遣ひ
李氏との封話｣を往時の芸を推測する逸話として翻訳･
転載する｡そこには､ ｢五十年前､即ち影絵芝居が貴族
や王室により手厚い保護を受けてゐた清朝時代に､父は
非常に多くの弟子を持ってゐました｡｣とある｡北京城
内にそうした需要があったことがわかる｡しかし､楽事
の伝説的芸人をはじめとして､本稿で調べた清代から民
国時代までの芸人のエピソードには､名を成したのち北
京で活動した者が一人としていなかった｡揮田瑞穂教授
は昭和十六1941年ころ､北京の東四牌榛でひとつの
影班の最後に立ち会った｡その芸の繊細さについては､
津田1954に詳しい｡そして､東城派最後の班である､そ
の｢漂州影戯　勝友軒｣の芸人達の故郷は傑県だという｡
楽亭影繁栄以前､もしくは楽亭影以外の傑州影が､北京
城内に多く進出したことが考えられる｡
万里の長城を越えた関外の青龍満族自治県や､現在の
承徳市に属する寛城満族自治県･平泉県では､光緒年間
に昌泰あたりから初めて影班が来たと県志に記載されて
34
いるが､承徳新興地域と名づけたこれらの地域では､八
十年代後半から九十年代に入っても多くの業余班が活動
している｡これらの地域での現地調査により､巽東東部
原型域即ち漂州影系の古い姿を見ることができるかもし
れない｡
傑州影系の分布地区は､巽東地区のみならず北京を含
めて東北三省に及ぶ｡東北には遼寧省に蓋州影･遼南影
が確認されるほか､黒龍江省にまでかつての傑州影の痕
跡がみられる｡こうした問題について､本来歴史の視点
からの考察を準備していたが､あまりに長く煩雑になる
ことから本稿では翼東地区部分のみを先に示すことにし
た｡
注(1)傑州影系という分類名は､江玉祥1992による｡中国
影戯に関する共同研究の報告は稲葉2003にすでに示
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した｡本稿は､その巽東部分を中心とした考察であ
る｡
(2)この地区では影戯のことを｢魔皮影｣ということか
ら江教授は｢皮影戯｣を多用するが､現地では｢皮
影戯｣と言うと通じにくいことが多い｡
(3)民国時代､本稿で扱う巽東影戯の芸人は､東北三省
各地の劇場の招きで上演活動を行った｡一方､東北
三省の満州族の間には､満州語を用い人形の特徴も
似通った影戯が存在する(『東北民族民間美術絶集』
1995 c　今後は歌詞･音楽･パフォーマンスに踏み込
んだ比較研究がなされるべきであろう｡
(4)浮田1954に､昭和十六(1941)年当時の北京東城派
最後の様子が述べられている｡北京城内の様子につ
いては､満を改めて考察したい｡
(5)玉田県志1993､遵化県志1990 ｢集市貿易｣｡玉田は北
京にも近いが､往時の水上交通を考えれば天津に抜
けるほうが自然であるし､北京との間には廊坊･香
河などの回族地区が存在する｡
(6)楽亭県志1994｡魂革新｢楽亭影戯起源考証輿論述｣ P
46｡
(7)影戯では各劇団が人形を入れる箱を持つため､劇団
を｢箱｣と言うことが多い｡
(8)王大勇｢福影調査記｣ (『唐山戯曲資料匪編』第三集)｡
江玉祥1991､ P215｡千田2001､ P85｡その人形の特
徴と､ ｢祖師爺｣が観音菩薩であることから秦晋影系
が当地にもともと分布していたとする｡
( 9)王信威『遼南皮影音楽』春風文芸出版社1989｡
(10)襟川影系の影戯について､その芸と唱腔については
多くの先行研究がある｡また､楽亭影･蓋州影につ
いて､現在も上演をみることができ､現在影班の協
力を得て資料の記録保存に取り組んでいる｡民国時
代に録音されたレコードも豊富である｡唱腔の研究
は課題であるが､本稿ではまず全ての基礎となる分
布の把握から行いたい｡
(ll)顧頴剛1934､柊晶心1934､呉暁鈴1936､金受申1938
等｡これより早く､李家瑞1933にも｢燈影戯｣の項
目で紹介されている｡
(12)傑州影系の脚本もしくは台詞を活字にしたとみられ
る『燕影劇』という洋装鉛印本の刊行者も､山東充
州府天主教会である｡
(13)顧藷剛論文に紹介される李脱塵は､玉田出身の｢美
以美会｣の伝教士で､河北各地を巡ったという｡津
田1954に紹介される東四牌榎の｢傑州影戯　勝友軒｣
の董玉峰という芸人は､カソリック信者で､昼間は
電車通りに面する天主教の福音堂を手伝っていた｡
12　の書といい､北京東城派は天主教の活動との関
係も予想される｡
(14)貌革新｢楽亭影戯紀源考証輿論述｣など､ 『唐山戯曲
資料匪編』第三集所収の他の報告も参考にした｡参
考書目に所収資料を示す｡
(15)このほか､文人の影戯との関わりを示すエピソード
として､道光の挙人高述秦､清末の秀才高寓林など
が影巻を編集したとされる｡ (劉条徳等1991P18)
(16) ｢投河寛井,打死勿論｡｣
17　稲葉2003口絵2､ 1-a.0
18　太鼓でリズムをとる司鼓は､劇の進行の指揮者とし
ての役割をもつ｡
(19)曹輔全とも表記される｡ ｢権｣ ｢仝｣同音｡
(20)多くのレコードが中国全土で発売されたのに伴い､
茂記書荘､上海大成書局などによる石印本｢影詞｣ (影
巻)が出版された｡ (津田1954付記)｡印南1944口絵
には｢繍像漁家楽壇林婁影詞｣が掲載されている｡
(21) 『唐山戯曲資料匪編』第三集｡ほか､楽亭影に関する
資料全般にみられる傾向である｡
(22)文化局にといあわせると､文体局の管轄だという｡
文体局でも当初は｢あるにはあるがわからない｣と
いう消極的な対応だったが､最後に楽亭皮影劇団団
長郭剣氏のポケットベルの番号を教えてくれた｡そ
の日は2001年夏の調査の帰国直前で､四川･隣西･
山西･河南と巡るうちにビデオカメラは壊れ､河南
で購入したカセットテープレコーダの調子も悪く､
夜行列車で早朝着いた傑県からミニバスでやっと乗
り継い楽亭にたどりついたが､帰国日程も迫ってい
た｡気力がぐんぐん失われていこうとしたそのとき､
郭剣氏から折り返しの電話が入った｡ ｢今日も上演す
る､場所は遷安市柳河略､五時くらいまでに到着す
れば迎えに行く｡｣すぐさま河北省地図冊の遷安市を
開いて捜すが､みつからない｡場所をフロントに移
して現地の服務員に電話を替ってもらうが､こてこ
ての楽亭方言でやりあってもなかなかわからない｡
やっと目印の馬蘭荘鋲を聞き出し､交通経路を確認
するが､自家班用車で動いているからわからないと
いう｡見ると､楽亭県から北に傑県を超えて遷安市
はわかるが､そこから目的地までは細かい道が途切
れ途切れに示されていて､いくら見ていてもミニバ
スの経路が想像できない｡しかも､この距離ではす
ぐ出発しても五時までに着く確証もない｡そこで､
遷安市に宿泊するつもりで楽亭賓館をチェックアウ
トし､汽車(バス)駅にむかう｡遷安市に直行する
バスは無いということなので､傑県行きのミニバス
に乗りこみ､出発を待っていると､フロントガラス
の内側に置いてある行き先を示すカードの､外に示
された方はもちろん傑県であるが､客席から見える
裏面に｢馬蘭荘｣とある｡ ｢このバスは馬蘭荘に行く
こともあるのか｣と開くと､傑県に着いたら馬蘭荘
行きになるのだという｡そのバスは､楽亭からさら
に東の妻各荘から､楽亭･傑県を経由して馬蘭荘と
いうルートを往復しているのだそうだ｡ ｢このルート
を取るミニバスは多いのか｣と聞くと､楽事や傑県
を中心にさまざまな鏡を往復するミニバスが縦横に
走っていて､必ずしも楽亭と居蘭荘を結ぶわけでは
ない､というよりそうしたルートは二つと同じもの
がないという｡遷安に行ってしまうとそこから馬蘭
荘は行きにくいので､傑県と遷安市の境の野鶏蛇で
遷安行きの道と別れる｡一体どこで目的地行きのバ
スをみつければよいのか｡難しいところだが､結果
オーライである｡楽亭傑県間七元五角､漢県馬蘭荘
間九元であった｡馬蘭荘には立派なホテルが二つあ
った｡柳河略は馬蘭荘から数キロ戻った街道沿いに
あった｡夜の活動なので､団長の郭釧氏が村の一家
に筆者の世話を頼み､上演ではその家の子供達が供
をしてくれた｡
(23)ビデオもテープも回してはみたが､残念ながらテー
プに若干の音が入っていたのみである｡機会があれ
-194-
ば舞台写真とともに再構成してみたい｡一週間以上
の海外調査では､予備の機材が必須であるという教
訓である｡
(24)楽亭培訓班の第一期生､即ち斉懐の弟子である｡
(25)舞台裏を出て､客席に設置した機材の位置にもどる
と､しばらくして公安と名乗る若い青年が来て､パ
スポートの提示を求められた｡撮影を止めて即刻ホ
テルにもどれと言われたが､撮影は研究に用いるも
のであり､現地研究者の張建国氏と同行してきた旨
伝えて､何とか上演の最後まで撮影をゆるされた｡
開演後は､やはりその青年と､同年代の村の青年た
ちが､公安のジープに乗ってきて､ホテルまで送っ
てくれた｡聞けば､この地域は抗日戦時期には日本
軍に､解放戦争時期には国民党軍によって影戯の上
演は制限され､影班も観客も命がけ､闇の中からい
きなり銃撃戦になることもあったとのこと｡ビデオ
カメラなど見慣れない機器に､ ｢来たのは日本人らし
い｣という噂が広まって､老人たちの思い出話から
観客の間に｢反日｣の雰囲気が醸されていたのだそ
うだ｡配慮の至らなさを反省した次第である｡
(26)劉慶豊『皮影資料』｡
(27)従祈両日起,七天内如降雨,民間輿店舗指款唱皮影､
唱戯等以還願,感謝神明｡建国後此俗己息｡
(28)解放前,皮影戯分"会影"和"願影"両種絶唱形式:
"会影"是集資唱影,用以慶豊収或祭神, "願影"是
箇人出銭唱影還願｡安達県有曲影匠屯(今中本郷轄) ,
即是当地姓曲的芸人唱影出名而得名｡解放後､有住
民鎮郡影匠和県工商聯両箇皮影隊,在全県各地演出｡
以後,随着現代文化事業的繁栄輿発展,特別電影的
出現,皮影戯巳無人組織演唱｡
(29)巽東皮影戯が東北三省に遠征してもてはやされるよ
うになったのは､二十年代以降のことであろう｡遷
安の席景陽の伝によれば､ 1920年代半ばに張縄武と
ともに奉天に初めて行ったとき､土地の人々は影戯
を知らず､市内での上演を許さなかった｡しかたな
く郊外で三日ほど上演したところ評判を得､それか
らは市内で上演するようになったという｡(王大勇｢属
景陽｣ 『唐山戯曲資料匪編』第三集)
(30)稲葉2003に挙げた河南省南部羅山地区では､長男出
生にあたり招いた上演で､家人が見るでもなく､昼
日中から延々と上演していた｡三夜とせず､原文ど
おり三日と訳す｡
(31) ｢無事招演者称太平影,国事許演者為平安影,也叫願
心影,其期率以三天馬一台｡｣県志本文ではこの部分
を""で括っており､何かの引用かもしれない｡よ
り広く地方志や筆記を調べる必要がある｡
(32)昌黍県志1992､秦皇島市志第九巻1993｡漢州影系の
影班が必ずもっている｢大下巴｣ ｢大師寄｣という顎
がゆがんで奇怪な形相の人形は､上演の際には｢ジ
ョーカー｣として様々な役回りをする｡(千田2001他)
この説明をするとき､芸人たちはきまって次のよう
なエピソードを口にする｡ ｢清代に邪教(白蓮教)を
布教する団体として影班が弾圧され､役人の日が厳
しかった｡特に､影人は生き生きと活動するので､
これに魔術を用いて兵隊にしたて､謀反を起こすの
ではないかと言われた｡そこで､影箱に影人をしま
うとその一番上に｢大師等｣を乗せ､影人が反乱を
起こさないよう監視させています､と言ったものだ｡
(豊川､壬生太)｣こうした危倶が漢州影系の芸人の
間に広まったのは､この事件のせいであろう｡ただ､
もともとの｢大師寄｣の役割は他に求めねばなるま
い｡
(33)蓋州影の調査については､稿を改めたい｡
(34)ただし､青龍では民国初年に一挙に二百以上の業余
斑が活動する｡関内昌泰あたりから影班が来たのは
確かにその時期かもしれないが､それ以前に無かっ
たという記載は鵜呑みにできない｡
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